
静岡県

・第１回作業部会
（H29.10.19）
・第２回作業部会
（H29.11.20）
◇取組⽅針（素案）の提⽰

↓ 各意⾒を踏まえ修正
◆取組⽅針（原案）へ

■H27⻤怒川決壊
↓

■直轄河川の取組
・⽔防災意識社会

の再構築
↓

■H28⼩本川氾濫
↓
↓（国の助⾔）
↓

◆直轄河川の取組
を県河川へ拡⼤

●現状の⽔害リスク情報
・地域の現状、主な洪⽔被害、河川の整備状況
●現状の減災にかかる取組状況
・情報収集・提供、点検・巡視、訓練・防災教育

これまでの経過及び決定事項

②減災に向けた⽬標

１「逃げ遅れによる⼈的被害をなくすこと」
２「氾濫発⽣後の社会機能を早期に回復すること」

◆抽出した課題に対する取組（案）の提⽰
◆課題と取組（案）の関係性の整理

◇規約改正（案）の確認
◇具体的な取組河川の確認
◇取組⽅針（原案）の確認
◇協議会の進め⽅の確認

↓ 各意⾒を踏まえ修正
◆取組⽅針（案）へ

昨
年
度
の
作
業

今
年
度
の
作
業

今後概ね５年間で実施する
地域の「取組⽅針」の決定

背景 ①現状の共有

◎⽬標の決定
↓

◇直轄の取組⽅針
◇従来取組の継続
◇従来取組の拡充

↓取組の抽出
◆取組⽅針へ

H29 Ｈ33年度

③⽬標に対する取組

②課題の共有

③取組（案）の提⽰

第１回幹事会
（H29.5.25）

第２回幹事会
（H29.12.26）

第２回協議会
（H30.1.26）

資料１

第１回協議会
（H29.2.13）

①ホットライン体制の構築

◆抽出した課題の提⽰
・地域特性、河川特性、⽔害リスク、現状の取組

◎島⽥⽔防区⻑と各⾸⻑とのホットラインの構築

具体的な取組内容の設定
（作業部会）

資料２
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第
１

回
 
志

太
榛

原
地

域
豪

雨
災

害
減

災
協

議
会

 
議

事
要

旨
 

 ○
日

 
時

 
平
成

2
9
年

２
月

1
3
日

（
月

）
10
：

00
～

11：
1
0 

○
会

 
場

 
静

岡
県

島
田

土
木

事
務
所

４
階

会
議

室
 

○
出

席
者
 

［
協

議
会

構
成

員
］
 

島
田

市
副

市
長

、
焼

津
市

長
、

藤
枝
市

副
市

長
、

牧
之

原
市

長
、
吉

田
町

長
、

川
根

本
町

長
 

気
象

庁
静

岡
地

方
気

象
台

次
長

、
国
土

交
通

省
中

部
地

方
整

備
局
静

岡
河

川
事

務
所

長
 

静
岡

県
危

機
管

理
部

理
事

（
防

災
対
策

担
当

）、
静
岡

県
中
部

危
機
管

理
局

長
 

静
岡

県
交

通
基

盤
部

河
川

砂
防

局
長
、

静
岡

県
島

田
土

木
事

務
所
長
 

［
事

務
局

］
 

静
岡

県
交

通
基

盤
部

河
川

砂
防

局
河
川

企
画

課
、

静
岡

県
交

通
基
盤

部
河

川
砂

防
局
土
木

防
災
課
 

静
岡

県
島

田
土

木
事

務
所

、
静

岡
県
危

機
管

理
部

危
機

対
策

課
、
静

岡
県

中
部

危
機

管
理

局
 

１
 

議
 

事
 

（
1
）
志

太
榛

原
地

域
豪

雨
災
害

減
災
協

議
会

設
立

の
背

景
、

目
的
及

び
規

約
に

つ
い
て
 

（
2
）
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
に

つ
い
て

 

（
3
）
現

状
の

水
害

リ
ス

ク
情
報

や
取
組

状
況

の
共

有
に

つ
い

て
 

（
4
）
減

災
の

目
標

及
び

取
組
に

つ
い
て
 

（
5
）
そ

の
他
 

２
 

議
事

概
要
 

（
1
）
減

災
協

議
会

規
約

（
案
）

に
つ
い

て
 

・
減

災
協

議
会

規
約

（
案

）
に

つ
い
て

確
認

し
、

了
解

を
得

た
。
 

（
2
）
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
に

つ
い
て

 

・
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
に

つ
い

て
確

認
し
、

了
解

を
得

た
。
 

（
3
）
現

状
の

水
害

リ
ス

ク
情
報

や
取
組

状
況

の
共

有
に

つ
い

て
説
明
 

（
4
）
減

災
の

目
標

及
び

取
組
方

針
に
つ

い
て

説
明
 

 【
出

席
者

の
主

な
発

言
内

容
】

 
［

協
議
会

構
成

員
］

 
・

取
組

に
て

「
住

民
向

け
の

防
災

情
報

の
説

明
会

の
充

実
」

で
出

前
講

座
が

記
さ

れ
て
い

る
が

、
子

ど

も
た

ち
へ

の
防

災
教

育
も

入
れ

て
い
た

だ
き

た
い

。
 

［
事

務
局

］
 

・
今

の
意

見
を

踏
ま

え
、

整
理

す
る
。

 
 ［

協
議
会

構
成

員
］
 

・
来

年
度

か
ら

、
大

雨
時

の
市

民
の

避
難

判
断

・
水

防
活

動
の

迅
速

化
な

ど
に

役
立

て
る

た
め

、
国

・

県
・

市
が

そ
れ

ぞ
れ

保
持

す
る

河
川

監
視

カ
メ

ラ
の

映
像

を
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

公
開

す
る

水
防

監
視
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シ
ス

テ
ム

を
開

始
す

る
予

定
で

準
備
し

て
い

る
。
 

・
市

管
理

河
川

等
を

監
視

す
る

カ
メ

ラ
は

、
増

設
し

て
い

く
予

定
で

あ
る

が
、

こ
の

協
議

会
の

取
り

組

み
の

一
環

と
し

て
、

県
管

理
河

川
の

監
視

カ
メ

ラ
の

増
設

や
、

映
像

共
有

化
な

ど
、

よ
り

充
実

し
た

シ
ス

テ
ム

と
な

る
よ

う
、

防
災

情
報
の

見
え

る
化

を
促

進
し

て
い
た

だ
き

た
い

。
 

・
取

組
方

針
の

公
表

に
あ

た
り

、
市

民
の

不
安

を
煽

る
だ

け
に

な
ら

な
い

よ
う

に
、

堤
防

整
備

な
ど

ハ

ー
ド

対
策

に
よ

る
減

災
効

果
も

含
め

て
、

市
民

が
的

確
に

判
断

で
き

る
も

の
に

し
て
い

く
よ

う
お

願

い
し

た
い

。
減

災
効

果
も

的
確

に
情
報

発
信

し
て

い
た

だ
き

た
い
。

 
 ［

協
議
会

構
成

員
］
 

・
二

級
河

川
は

地
域

に
と

っ
て

身
近

な
河

川
で

あ
る

。
昨

今
の

局
地

的
激

甚
的

な
豪

雨
、

河
口

閉
塞

や

浚
渫

の
不

足
に

よ
り

、
内

水
被

害
に

つ
な

が
る

可
能

性
が

あ
る

。
こ

の
た

め
、

市
と

し
て

も
降

雨
の

情
報

や
河

川
水

位
情

報
を

多
面

的
な

面
か

ら
収

集
し

、
逃

げ
遅

れ
の

な
い

よ
う

、
空

振
り

を
恐

れ
ず

に
避

難
勧

告
を

発
令

す
る

よ
う

に
務

め
て

い
る

が
、

空
振

り
も

何
回

も
続

く
と

信
頼

が
な

く
な

る
の

で
、

情
報

に
つ

い
て

は
常

に
正

確
で
的

確
な

も
の

で
あ

っ
て

ほ
し
い

。
 

・
二

級
河

川
は

河
川

延
長

が
短

く
、

山
側

で
降

っ
た

雨
の

影
響

を
受

け
下

流
で

の
水

位
上

昇
が

早
い

。

県
の

土
木

防
災

情
報

サ
イ

ポ
ス

レ
ー

ダ
ー

の
河

川
水

位
情

報
な

ど
は

参
考

に
な

っ
て

お
り

、
観

測
点

の
追

加
な

ど
も

検
討

し
て

い
た

だ
き
た

い
。

 
・

自
分

の
命

、
家

族
の

命
、

町
内

会
の

住
民

の
命

は
、

自
分

た
ち

で
助

け
あ

う
と

い
う

気
持

ち
が

薄
い

こ
と

が
問

題
で

あ
る

。
 

・
市

民
に

は
、

常
に

主
役

は
自

分
た

ち
で

あ
る

と
い

う
こ

と
を

根
付

か
せ

た
い

。
何

か
あ

る
と

非
難

は

全
部

行
政

に
き

て
し

ま
う

の
も

い
か

が
な

も
の

か
と

思
う

。
我

が
事

と
し

て
生

き
る

力
を

つ
け

る
と

い
う

こ
と

を
、

こ
う

い
う

防
災

の
中
で

、
津

波
だ

け
で

な
く

他
の
事

業
で

も
得

て
も

ら
い

た
い
。
 

 ［
協

議
会

構
成

員
］
 

・
当

町
は

小
さ

な
沢

が
た

く
さ

ん
あ

る
た

め
、

災
害

で
道

路
通

行
が

厳
し

く
な

る
と

、
情

報
が

収
集

で

き
な

い
た

め
、

災
害

時
に

ド
ロ

ー
ン

を
飛

ば
し

て
情

報
収

集
を

行
う

こ
と

も
考

え
ら

れ
る

。
災

害
時

に
は

沢
に

土
砂

が
崩

落
し

て
ダ

ム
が

で
き

、
そ

の
ダ

ム
の

決
壊

な
ど

に
よ

る
二

次
災
害

の
発

生
に

注

意
し

な
け

れ
ば

い
け

な
い

と
考

え
て
い

る
。

 
・

直
轄

区
間

で
は

９
割

以
上

が
河

川
改

修
実

施
済

で
あ

り
、

県
管

理
区

間
に

つ
い

て
も

、
な

る
べ

く
早

い
う

ち
に

護
岸

整
備

を
進

め
て

い
た
だ

き
た

い
。

 
 ［

協
議
会

構
成

員
］
 

・
危

機
意

識
を

継
続

さ
せ

る
こ

と
は

難
し

い
。

そ
の

た
め

、
で

き
る

限
り

早
め

に
ハ

ー
ド

整
備

を
進

め

て
い

た
だ

き
た

い
。
 

・
避

難
勧

告
は

、
空

振
り

が
多

い
と

誰
も

信
用

し
な

く
な

る
。

精
度

を
上

げ
る

た
め

に
も

具
体

的
な

情

報
を

提
供

し
て

い
た

だ
き

た
い

。
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 ［
協

議
会

構
成

員
］
 

・
県

管
理

の
「

想
定

最
大

規
模

の
降

雨
に

対
す

る
洪

水
浸

水
想

定
区

域
図

」
に

つ
い

て
は

今
後

作
成

と

い
う

こ
と

で
あ

る
が

、
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

は
県

管
理

分
が

全
部

揃
っ

て
か

ら
の

対
応

が
合

理
的

。
県

管
理

河
川

に
つ

い
て

も
早

期
の

作
成
を

お
願

い
し

た
い

。
 

 ［
協

議
会

構
成

員
］
 

・
昨

年
の

豪
雨

災
害

で
は

、
要

配
慮

者
利

用
施

設
が

被
害

を
受

け
た

こ
と

を
踏

ま
え

、
当

市
で

は
、

施

設
職

員
200

名
位
を

対
象

と
し

て
、
防

犯
と

い
う

意
識

も
兼

ね
た
研

修
会

を
開

催
し

た
。

取
組
方
針

の
１

番
で

決
定

済
と

な
っ

て
い

る
「

要
配

慮
者

利
用

施
設

の
管

理
者

へ
の

防
災

情
報

等
の

説
明

会
の

開
催

」
は

、
大

事
な

こ
と

と
考

え
て
い

る
。

 
 ［

協
議
会

構
成

員
］
 

・
直

轄
河

川
と

県
管

理
河

川
で

は
、

川
の

特
徴

が
違

う
所

が
あ

る
か

と
思

う
が

、
同

じ
水

系
で

あ
り

メ

ン
バ

ー
も

同
じ

な
の

で
、

防
災

訓
練

や
、

防
災

教
育

な
ど

連
携

で
き

る
と

こ
ろ

は
調

整
し

て
進

め
て

い
き

た
い

。
 

・
直

轄
で

は
、

河
川

ご
と

に
特

徴
が

あ
る

の
で

、
で

き
る

だ
け

そ
の

河
川

に
あ

っ
た

取
り

組
み

と
す

る

こ
と

に
留

意
し

な
が

ら
進

め
て

い
る

。
県

は
多

く
の

河
川

を
管

理
し

て
い

る
の

で
、

地
域

の
特

徴
を

踏
ま

え
た

取
組

を
進

め
て

い
く

と
よ
い

。
 

 ［
協

議
会

構
成

員
］
 

・
避

難
勧

告
等

に
関

わ
る

警
報

等
の

空
振

り
は

困
る

と
い

う
こ

と
は

承
知

し
て

い
る

が
、

危
険

を
考

え

る
と

早
め

の
防

災
対

応
の

た
め

発
表
す

る
場

合
も

あ
る

の
で

ご
理
解

い
た

だ
き

た
い

。
 

・
気

象
庁

で
は

、
来

年
度

の
出

水
期

前
に

大
雨

警
報

、
洪

水
警

報
の

改
善

を
行

う
予

定
で

あ
る

。
大

雨

警
報

は
雨

量
を

基
準

と
し

て
い

た
が

、
今

後
は

浸
水

害
と

の
相

関
が

よ
い

表
面

雨
量

指
数

を
使

っ
た

発
表

に
変

わ
る

。
洪

水
警

報
に

つ
い

て
は

中
小

河
川

も
対

象
と

し
て

今
ま

で
５

ｋ
ｍ

メ
ッ

シ
ュ

で
計

算
し

て
い

た
も

の
を

１
ｋ

ｍ
メ

ッ
シ

ュ
に

す
る

こ
と

で
精

緻
化

を
図

る
。

新
し

い
情

報
の

運
用

・
活

用
に

つ
い

て
は

、
今

後
市

町
に

説
明
さ

せ
て

頂
く

。
 

 ［
協

議
会

構
成

員
］
 

・
水

防
法

の
改

正
に

伴
い

、
県

で
も

「
想

定
最

大
規

模
の

降
雨

に
対

す
る

洪
水

浸
水

想
定

区
域

図
」

に

つ
い

て
今

年
度

か
ら

優
先

度
の

高
い

河
川

か
ら

作
成

を
進

め
て

い
る

が
、

対
象

河
川

数
が

非
常

に
多

く
、
す

ぐ
に

す
べ

て
の

河
川
に

着
手
で

き
な

い
。
市

町
で
作

ら
れ
る

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
に

つ
い
て

は
、

県
の

策
定

を
待

た
ず

、
国

の
情

報
を

基
に

新
た

な
情

報
と

し
て

市
民

の
方

に
お

伝
え

し
て

頂
け

れ
ば

あ
り

が
た

い
。

 
 

－
 
以
 

上
 

－
 

 


